
　1月16日、御牧小学校で、左義長がおこなわれま

した。左義長は、とんどとも呼ばれ、同小学校では、

ＰＴＡ本部役員が中心になり、無病息災を願い、伝

統行事を守り伝えようと、毎年実施されています。 

　児童代表が点火すると、各学級の願いや書き初め

などとともに瞬く間に燃え上がりました。 

無病息災を願う火の祭典 

税務証明の請求方法など 
行政ニュース 

登録統計調査員の募集など 

粥占神事など 
みんなの広場 
期限内に申告しましょう 
確定申告 
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
納
税
者
が
前
年

の
１
月
１
日
か
ら
12 
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

の
所
得
金
額
と
、
そ
れ
に
対
す
る
税
額
を
自

分
で
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

確
定
申
告
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
期
限

ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
て
申

告
し
た
り
す
る
と
、
後
日
、
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

確
定
申
告
の
前
に
、
所
得
に
漏
れ
が
な
い

か
、
控
除
す
る
も
の
の
証
明
書
な
ど
、
申
告

に
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
を

確
認
し
、
前
も
っ
て
申
告
の
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
さ
れ

る
人
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
閉
庁

日
や
夜
間
に
お
い
て
も
確
定
申
告
書
を
作
成

で
き
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

  次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
 

①
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
や
事
業
所
得
（
農

業
所
得
・
営
業
所
得
等
）、
不
動
産
所
得
が

あ
る
人
で
、
平
成
19 
年
中
の
所
得
の
合
計

金
額
が
、
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
 

②
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
に
よ
る
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
 

③
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超
え
る
人
 

④
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
人
 

⑤
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
 

  一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
年
収
2
千
万
円
以
下
の
場
合
は
、

勤
務
先
等
で
年
末
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
た

め
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
次
の
場
合
は
申
告
す
る
と
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
 

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
（
病
気

や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
、
次
の

金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
）
 

   ※
医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
医
療
機
関
別
・

受
診
者
別
に
整
理
し
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
災
害
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け
た
場
合
 

③
特
定
寄
附
金
を
支
払
っ
た
場
合
 

④
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得
（
大
規
模

な
増
改
築
を
含
む
）
し
た
場
合
 

⑤
平
成
19 
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か

っ
た
場
合
 

還
付
申
告
の
受
け
付
け
は
、
す
で
に
宇
治

税
務
署
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際

に
は
源
泉
徴
収
票
の
原
本
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
 

   平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
久
御
山
町
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
人
や
給
与
以
外
の
所
得
が
な
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
を
通
し
て
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

税
務
課
で
は
、
平
成
18 
年
中
の
所
得
状
況

を
も
と
に
、
町
・
府
民
税
の
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
。
平
成
19 
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た

税務課 または 宇治税務署 

平
成
１９
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
２０
年
度
町
・
府
民
税
の

申
告
が
2
月
１８
日
B
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
3
月
１７
日
B
ま

で
で
す
が
、
期
限
が
近
づ
く
と
税
務
課
や
宇
治
税
務
署
の
受
付
窓
口
は

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
確
定

申
告
書
は
ご
自
分
で
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

（土・日曜日は除く） 

準
備
は
お
早
め
に
 

確
定
申
告
が
必
要
な
人
 

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ａ
 

Ｂ
 

町
・
府
民
税
の
申
告
が
 

　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
人
 

 
医
療
費
控
除
の
計
算
方
法
 

○
支
払
っ
た
医
療
費
の
総
額
か
ら
生
命

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
額
を
引

い
た
額
 

○
10 
万
円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の
合

計
の
5
㌫
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
 

○
―
○
＝
医
療
費
控
除
額
 

（
最
高
2
0
0
万
円
）
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人
も
、
そ
の
旨
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

ま
た
、
平
成
19 
年
中
に
久
御
山
町
に
転
入

さ
れ
た
人
に
は
、
町
・
府
民
税
の
申
告
が
必

要
か
ど
う
か
、
所
得
状
況
の
お
尋
ね
を
兼
ね

て
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

確
定
申
告
書
ま
た
は
町
・
府
民
税
の
申
告

書
の
提
出
が
な
い
と
、
後
日
、
住
民
税
の
課

税
証
明
書
や
納
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
 

  
【
申
告
に
必
要
な
も
の
】
 

①
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告
書（
税

務
課
に
も
あ
り
ま
す
）
ま
た
は
税
務
課
か

ら
送
付
さ
れ
た
町
・
府
民
税
申
告
書
 

②
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
、

農
業
や
営
業
な
ど
事
業
所
得
の
収
支
内
訳

書
、
売
買
契
約
書
な
ど
）
 

③
所
得
控
除
に
必
要
な
書
類
（
生
命
保
険
・

地
震
保
険
等
の
支
払
証
明
書
、
医
療
費
・

寄
附
金
・
国
民
年
金
保
険
料
の
証
明
書
な

ど
）
 

④
印
鑑
 

⑤
還
付
の
場
合
は
、
本
人
名
義
の
振
込
み
先

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
 

【
申
告
会
場
】
 

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
　
↓
　
宇
治
税
務
署

（
〒
６１１
‐
００３３
宇
治
市
大
久
保
町
井
ノ
尻
60
の

3
）
ま
た
は
税
務
課
 

▽
町
・
府
民
税
の
申
告
　
↓
　
税
務
課
 

申
告
書
は
、
い
ず
れ
も
郵
便
も
し
く
は
信

書
便
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

土
地
・
建
物
に
係
る
譲
渡
所
得
や
退
職
所

得
に
つ
い
て
は
、
分
離
課
税
扱
い
と
な
り
税

務
課
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
宇

治
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

宇
治
税
務
署
で
は
、
2
月
24
日
a
・
3
月

2
日
a
も
申
告
書
用
紙
の
配
布
や
申
告
相
談
、

申
告
書
の
収
受
等
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

※
税
務
課
で
の
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
11 
時
30
分
ま
で
、
お
よ
び
、
午
後

１
時
か
ら
4
時
30
分
ま
で
で
す
。
 

宇
治
税
務
署
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
 

   個
人
事
業
者
の
平
成
19 
年
分
消
費
税
の
確

定
申
告
は
、
3
月
31
日
b
ま
で
宇
治
税
務
署

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

受
付
窓
口
は
一
時
期
、
所
得
税
の
確
定
申

告
と
重
な
り
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告

は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

  税
務
課
ま
た
は
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4

（
4
4
）
4
１
4
１
 

▼確定申告相談（譲渡所得・贈与税・相続税の相談は除く） 
受付時間は、いずれの会場も午前9時30分から午後4時までです。 

※還付会場は駐車場がないため、公共交通機関をご利用ください。 
※いずれの相談も土・日曜日、祝日を除く。 
※混雑状況により、早めに受付を終了する場合があります。 
※譲渡所得については相談をおこないません。 

宇治市産業会館 
（宇治市宇治琵琶45の13） 2月8日f～19日c

八幡市文化センター 
（八幡市八幡高畑5の3） 

2月14日e～26日c

木津川市中央交流会館いずみホール 
（木津川市木津宮ノ内92） 1月31日e～2月13日d

日　　　程 会　　　場 

▼個人事業者対象の確定申告相談 
受付時間は、いずれの会場も午前9時30分から午後4時までです。 

宇治市産業会館 
（宇治市宇治琵琶45の13） 2月20日d～22日f

城陽市福祉センター 
（城陽市寺田東ノ口17） 2月19日c～21日e

日　　　程 会　　　場 

▼年金所得者対象の相談 
受付時間は、いずれの会場も午前9時30分から午後4時までです。 

宇治市産業会館 
（宇治市宇治琵琶45の13） 2月1日f～7日e

西宇治体育館 
（宇治市小倉町蓮池20の1） 2月27日d

東宇治コミュニティセンター 
（宇治市五ヶ庄三番割36の5） 2月28日e

城陽市福祉センター 
（城陽市寺田東ノ口17） 2月12日c～14日e

京田辺市コミュニティホール 
（京田辺市田辺80） 2月6日d～8日f

日　　　程 会　　　場 

▼還付会場 
受付時間は、いずれの会場も午前9時30分から午後4時までです。 

丹波橋会場 
くれたけ文化センター 
（京都市伏見区京町南7丁目35の1） 

2月1日f～8日f

四条烏丸会場 
池坊学園アッセンブリホール 
（京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町） 

2月1日f～29日f

日　　　程 会　　　場 

（20日dは除く） 

必
要
書
類
と
申
告
会
場
 

問
い
合
わ
せ
 

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
 

確
定
申
告
は
3
月
31
日
ま
で
に
 

ご利用ください 

　宇治税務署では、下表の日程で所得税に関する確定申 
告の相談や、年金所得者などの申告相談をおこないます。 
気軽にご相談ください。 
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中央公民館 

成人式 

決意も新たに新成人 
雙栗神社（佐山） 

粥占神事 

農作物の豊凶を占う 
　1月15日の深夜、佐山の雙栗神社（奥村博宮司）で、

農作物の豊凶を占う粥占神事がおこなわれました。 

　この神事は、竹筒に詰まった粥の量で農作物の豊凶を占

う伝統行事で、この日は、町文化財保護審議会のみなさん

が見学に訪れました。 

　午前零時、奥村宮司が祝詞をあげ、宮総代や佐山・林両

自治会長らが1年の豊作を祈願。大がまの中に8種類の農

作物の名前をつけた直径1㌢、長さ約10㌢の竹筒8本と、

米1升、小豆3合を入れ、たっぷりの水で約2時間かけて

炊き上げました。 

　粥が多く詰まっているほど豊作とされ、大がまから竹筒

を取り出し、縦2つに割った今年の結果は、早稲九分、中

稲六分、晩稲十分、綿四分、大豆五分、芋五分、黍七分、

梨八分となったことから、全体に安定した年になるが、綿

や大豆、芋などが悪いため、中旬は雨が多く天候不順とな

るのではと予想され、占いの結果は、御神差表に記し、氏

子に配布されました。 

　1月14日、穏やかな冬

晴れのなか、中央公民館で

平成20年久御山町成人式

がおこなわれ、晴れ着に身

を包んだ新成人の門出を祝

いました。 

　今年の新成人は、男性84人、女性76人の合計160人。

第1部の記念式典では、新成人による実行委員会の金浜孝

晴さんと新山裕美さんが司会進行を務め、坂本町長がお祝

いの式辞を述べたあと、新成人を代表し、吉村昇悟さんと

嶋田真知さんが「自分たちの言動に責任を持ち、夢に向か

って進んでいきます」と、成人の言葉を堂々と発表。最後

に、田口真理亜さんが代表して、依田教育委員長から記念

品を受け取りました。 

　このあと、実行委員会の自主運営で、第2部の交歓会が

おこなわれ、懐かしい友人との再会やゲームなどで楽しい

ひと時を過ごしました。 

粥の詰まり具合を見る宮総代ら 力強く成人の言葉を発表 

わ　せ　　　　　　　なか 

かゆうら 

て　　　　　　　おく　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きび 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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親子サロン（1月8日・ゆうホール） 
季節の料理教室（1月8日・中央公民館） 



長嶋　優ちゃん 
ながしま　　ゆう 

（平成17年6月6日生） 
好奇心旺盛でマイペースな優。 

楽しい思い出たくさん作ろうね。 

林　父　好宏さん・母　郁恵さん 

平成19年12月15日から平成20年1月14日までの受付分（敬称略） 

中
村
　
敬
治
 

絹
村
　
　
宏
 

加
藤
　
逸
平
 

北
川
顔
 

　
森
 

佐
　
山
 

中
村
　
沙
織
 

絹
村
　
恭
美
 

加
藤
久
美
子
 

正
行
・
真
由
美
 

隆
博
・
弘
子
 

尚
 
・
純
子
 

潤
・
奈
美
子
 

嘉
宏
・
美
樹
 

聡
尚
・
め
ぐ
み
 

義
美
・
和
美
 

範
之
・
奈
緒
子
 

貴
生
・
　
恵
 

智
公
・
美
佳
 

利
樹
・
和
代
 

聡
　
・
麻
美
 

昌
尚
・
美
和
 

幸
夫
・
光
枝
 

智
治
・
用
子
 

直
木
・
真
由
美
 

拓
・
奈
津
美
 

智
和
・
淳
子
 

藤
和
田
 

島
　
田
 

　
〃
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

市
　
田
 

田
　
井
 

下
津
屋
 

　
栄
 

　
〃
 

田
丸
　
誠
也
 

青
木
　
夢
華
 

小
林
　
陽
菜
 

石
川
　
媛
菜
 

福
澤
　
梨
乃
 

青
山
　
櫂
往
 

松
尾
　
悠
義
 

上
坂
　
志
帆
 

加
藤
　
瑞
貴
 

中
野
　
　
匠
 

長
村
　
宥
樹
 

奥
田
　
明
衣
 

澤
村
　
陽
斗
 

吉
川
　
遼
也
 

松
木
　
優
奈
 

日
野
　
雅
斗
 

光
田
　
　
悠
 

田
嶋
　
優
音
 

せ
い
 や
 

ゆ
め
 か
 

 ひ
 
な
 

ひ
め
 な
 

 り
 
の
 

か
い
 お
 

ひ
さ
よ
し
 

 し
 
ほ
 

み
ず
 き
 

　
た
く
み
 

ゆ
う
 き
 

 め
　
い
 

は
る
 と
 

り
ょ
う
や
 

 ゆ
　
な
 

ま
さ
 と
 

　
　
ゆ
う
 

ゆ
う
 と
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

　1月19日、ゆうホールで、町青少年健全育成協議会（林

勉会長）主催の第27回青少年の主張発表会がおこなわれ、

町内の小・中学生、高校生12人が発表しました。 

　この発表会は、青少年が日ごろの生活のなかで体験した

ことや、感じたことを発表し、社会の一員としての自覚を

高めてもらおうと、毎年実施。友達や平和の大切さ、学校

生活で感じたことなどを

精一杯主張し、来場者は、

児童・生徒らの力強い訴

えに、真剣に耳を傾けて

いました。 

　また、この発表会の内

容は、2月11日の午後1

時から3時まで、ＦＭう

じ（88.8MHz）で放送

されます。 

 

ゆうホール 

青少年の主張発表会 

聴いてください私の主張 

まちがいさがしクイズ 

ご応募ありがとうございました 
　広報くみやま1月1日号の「まちがいさがしクイズ」の

正解は、Ａ（たこの文字）・Ｂ（木の枝）・Ｄ（雪だるまの

目）・Ｅ（たこの糸）・Ｆ（門松の節）・Ｇ（雪だるまのマフ

ラー）・Ｈ（雪だるまのしっぽ）でした。 

　応募総数は、134通、正解は130通でした。抽選の結果、

次の20人に図書カードをお贈りします。 

　また、みなさんからお寄せいただいた多くのご意見を参

考に、今後とも読みやすく、親しみやすい広報紙づくりを

めざしていきます。 

　たくさんのご応募ありがとうございました。 

【当選者】川口修平（大橋辺）、薮内佳苗（北川顔）、中木

啓子（島田）、澤田洋子（坊之池）、山田寿一（東一口）、

小森保豊（森）、黒川啓子（野村）、稲葉小夜子、佐野大樹、

東田知子（以上佐山）、大江紀子、川崎繭子、村上郷（以

上林）、芦田透真、波多野拓（以上市田）、平原赫子（田井）、

田口利洋、藤田真尋（以上下津屋）、松本典子、三和恵子（以

上栄）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝敬称略＝ 

漢字の達人教室（1月19日・ゆうホール） 

友達の大切さを発表する足立さん 
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2008 Kumiyama

2008 Kumiyama2008 Kumiyama

京都府登録無形民俗文化財「とんど」 
（1月15日・東一口） 

消防出初式 

（1月13日・役場
5階コンベンショ

ンホール） 



税
務
証
明

税
務
証
明
 

今
年
の
4
月
１
日
か
ら
、
課
税
証
明
書
や

納
税
証
明
書
な
ど
の
税
務
証
明
書
の
交
付
申

請
の
た
め
窓
口
に
来
ら
れ
た
人
に
つ
い
て
、

本
人
確
認
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

本
人
確
認
は
、
当
事
者
に
な
り
す
ま
し
た

不
正
な
証
明
の
取
得
を
防
止
し
、
適
正
に
証

明
書
を
交
付
す
る
た
め
に
お
こ
な
う
も
の
で

す
。
 

対
象
と
な
る
証
明
書
な
ど
（
表
1
）
の
請

求
に
印
鑑
は
不
要
で
す
が
、
代
わ
り
に
本
人

確
認
書
類
（
表
2
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
は
、
ご
負
担
を
お
か
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

の
　
　
　
　
　
　
　
が
 

税
務
証
明
 

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す
 

変
わ
り
ま
す
 

請
求
方
法

請
求
方
法
 

請
求
方
法
 

◆70～74歳の人（注1）の窓口負担 
平成20年4月から平成21年3月までの一年間、窓口負
担が1割に据え置かれます。 
（注1）すでに3割負担の人や後期高齢者医療制度の対象

となる一定の障害認定を受けた人は除きます。 
※昨年の制度改正では、70～74歳の人の窓口負担につい
ては、平成20年4月から2割負担に見直されることと
されていたものを据え置くものです。 
 
◆後期高齢者医療制度における75歳以上の被扶養者の保
険料 
平成20年4月から9月までの6か月は無料となり、10
月から平成21年3月までの6か月間は、頭割保険料額（被
保険者均等割）が9割軽減された額となります。 
※昨年の制度改正では、被用者保険の被扶養者については、
後期高齢者医療制度の被保険者となった日の属する月か

ら2年間、被保険者均等割を5割軽減することとされて
いますが、今回の措置はそれに加えて行うものです。 
対象／75歳以上の人（注2）で、後期高齢者医療の被保
険者になる日の前日（平成20年3月31日または75歳
の誕生日の前日）において、被用者保険（注3）の被
扶養者となっている人 

（注2）65～74歳で一定の障害認定を受けた人を含みます。 
（注3）政府管掌健康保険や

企業の健康保険、公
務員の共済組合など、
いわゆる「サラリー
マン」の健康保険で
あり、国民健康保険
は該当しません。 

問い合わせ／国保医療課 

高齢者医療制度の見直しがおこなわれ、次のとおり実施することになりました。 
今号では、制度の主な改正点を紹介します。 

表1　本人確認の対象となる証明書など 

住民税課税証明書、所得証明書（児童手当用）、営業証明書 

固定資産評価証明書、公課証明書、土地証明書（車庫証明用）、納税証明書 

（車検用軽自動車税納税証明を除く）など 

固定資産税名寄帳兼課税台帳の閲覧、固定資産税台帳記載事項証明書の閲覧 

土地価格等縦覧帳簿の縦覧、家屋価格等縦覧帳簿の縦覧 

表2　本人確認書類 

運転免許証、旅券、住民基本台帳カード（Ｂタイプ）、 

外国人登録証、身体障害者手帳など 

官公署発行のもの 

（顔写真あり） 

健康保険被保険者証、介護保険被保険者証、年金手 

帳、住民基本台帳カード（Ａタイプ）、納税通知書、 

水道等の公共料金通知書など 

官公署発行のもの 

（顔写真なし） 

社員証、学生証、預金通帳、キャッシュカード、ク 

レジットカード、診察券、消印のある本人あて郵便 

物等、各種会員証など 

その他氏名の記載 

された書類 
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税
務
証
明
 

営
業
品
目
／
喫
茶
・
軽
食
 

資
格
／
①
〜
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
法

人
ま
た
は
個
人
 

　
　
①
町
内
在
住
の
人
ま
た
は
町
内
営
業
者

で
出
店
を
希
望
す
る
人
　
②
2
年
以
上

の
飲
食
店
（
一
般
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン

等
）
営
業
経
験
が
あ
る
こ
と
　
③
直
前

2
年
間
に
お
い
て
、
食
品
衛
生
法
の
行

政
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
こ
と
　

④
国
・
府
・
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
 

営
業
日
／
同
ホ
ー
ル
休
館
日
以
外
の
日
 

営
業
時
間
／
開
館
時
間
内
の
必
要
な
時
間（
協

議
の
う
え
決
定
）
 

営
業
料
／
月
額
5
2
，
5
0
0
円
（
内
消
費

税
2
，
5
0
0
円
）
 

保
証
料
／
3
0
0
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
2
月
29
日
f
ま
で
に
、
町
商
工

会
に
備
え
付
け
の
出
店
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
同
会
1
0
7
5
（
6
3

１
）
6
5
1
8
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
育
て
支
援
や
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
月
一
つ
の
居
場
所
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   町
教
育
委
員
会
で
は
、
少
し
で
も
子
育
て

の
援
助
に
な
れ
ば
と
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を

テ
ー
マ
に
年
間
4
回
シ
リ
―
ズ
で
、
保
育
を

お
こ
な
い
な
が
ら
「
子
育
て
支
援
学
級
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

本
年
度
の
第
１
・
3
回
目
は
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
「
お
い
し
い
パ
ン
づ
く
り
」
、

「
お
弁
当
づ
く
り
」
を
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や

食
育
も
含
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
 

第
2
回
目
は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
絵
手
紙
を
出
そ
う
」
と
絵
手
紙

サ
ー
ク
ル
の
協
力
を
得
て
、
親
子
で
取
り
組

み
ま
し
た
。
 

第
4
回
目
の
「
親
子
体
操
」
は
、
3
月
7

日
f
　
午
後
2
時
30
分
か
ら
総
合
体
育
館
で

お
こ
な
い
ま
す
。
 

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
 

保
育
も
お
こ
な
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

昨
年
参
加
し
た
子
ど
も
の
声
 

・
お
母
さ
ん
は
、
し
ん
ど
そ
う
や
っ
た
け
ど
、

私
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
 

・
ボ
ー
ル
の
上
で
跳
ぶ
の
っ
て
す
ご
く
む
ず

か
し
か
っ
た
。
 

 昨
年
参
加
し
た
保
護
者
の
声
 

・
子
ど
も
と
体
を
動
か
す
機
会
が
あ
ま
り
な

い
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
い
い
汗
を

か
き
ま
し
た
。
 

・
生
後
8
か
月
の
子
ど
も
が
い
る
の
で
参
加

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
保
育

を
し
て
も
ら
い
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

親子体操 

町
教
育
委
員
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
内
の
 

喫
茶
・
軽
食
店
の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

昨年の「ふるさとフェア久御山」の会場で、くみやま食
育キャラクターの愛称を募集したところ、75点の応募があ
りました。多数のご応募をいただいき、ありがとうござい
ました。 
厳正に審査しました結果、磯　仁志さん（林）の作品に
決定しました。愛称の意図は、久御山町の子どもたちに親
しまれ、呼びやすい愛称となるように、町名の一部を組み
合わせたものです。 
キャラクターと愛称は、印刷物への刷込や普及啓発グッ
ズの製作など、町の食育推進
活動などに活用していきます。 
また、2月15日fまで役場
庁舎1階ロビーに、食育標語・
キャラクター優秀作品ととも
に展示しますので、ぜひご覧
ください。 
問い合わせ／学校教育課・長
寿健康課 

くみやま食育キャラクター 
「くみっこ」 

変
わ
り
ま
す
 

請
求
方
法
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口
・
歯
の
病
気
は
、
口
の
中
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
好
ま
し
く
な

い
生
活
習
慣
が
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る

こ
と
も
多
い
の
で
す
。
 

病
気
に
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
て
、
自
分
の
歯
を
80
歳
で
20
本
以
上
保
つ

「
8
0
2
0
運
動
」
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
 

   
　
〜
口
・
歯
の
健
康
は
、
 

　
　
　
健
康
的
な
生
活
習
慣
か
ら
〜
 

◆
歯
磨
き
は
、
食
後
3
分
以
内
に
す
る
 

も
の
を
食
べ
る
と
、
口
の
中
は
酸
性
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
歯
垢
の
活
動
に
よ
り
、

酸
や
毒
素
が
つ
く
ら
れ
、
む
し
歯
な
ど
の
病

気
に
な
り
や
す
く
な
る
危
険
な
状
態
で
す
。
 

食
事
を
終
え
て
3
分
以
内
に
歯
を
磨
く
こ

と
で
歯
垢
の
活
動
を
抑
え
、
酸
性
に
傾
い
た

口
の
中
を
中
性
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◆
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
 

夜
更
か
し
な
ど
の
不
規
則
・
不
摂
生
な
生

活
を
し
て
い
る
と
、
歯
磨
き
を
忘
れ
た
り
、

間
食
が
増
え
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

こ
う
よ
う
な
生
活
習
慣
は
口
・
歯
の
病
気

だ
け
で
な
く
、
全
身
疾
患
を
招
き
ま
す
。
 

◆
食
生
活
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
 

さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
朝
食
を
抜
い
た
り
、

外
食
が
多
過
ぎ
た
り
す
る
と
、
こ
の
バ
ラ
ン

ス
が
か
た
よ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

食
材
を
よ
く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
 

◆
禁
煙
に
努
め
る
 

た
ば
こ
は
、
歯
ぐ
き
の
血
行
を
悪
く
し
、

口
の
中
で
繁
殖
す
る
細
菌
へ
の
抵
抗
力
を
弱

め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
喫
煙
者
は
、
歯
周
病

に
な
り
や
す
く
な
る
た
め
、
禁
煙
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
 

◆
適
度
な
休
息
を
と
る
 

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、
体
の
抵
抗
力
（
免

疫
）
が
低
下
し
、
口
や
歯
の
病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
る
の
で
、
適
度
な
休
息
を
と
り
ま

し
ょ
う
。
 

◆
か
み
癖
を
直
す
 

か
み
癖
（
ど
ち
ら
か
の
奥
歯
だ
け
を
使
う
、

前
歯
だ
け
で
食
べ
る
な
ど
）
や
歯
ぎ
し
り
、

く
い
し
ば
り
な
ど
が
続
く
と
、
一
部
の
歯
や

歯
ぐ
き
に
強
い
力
が
加
わ
り
、
歯
が
す
り
減

っ
た
り
、
歯
ぐ
き
や
あ
ご
を
痛
め
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

ま
た
、
口
呼
吸
は
口
の
中
が
乾
燥
し
、
唾

液
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

多重債務に陥ることは決して特別なことではありません。
ほんの少しのキッカケで、いつでも誰でも多重債務者にな
る可能性を秘めています。 
次のような生活チェックに思い当たることはありません
か？ 
①クレジットカードをよく使う 
②ときどきカードでキャッシングする 
③住宅ローンを組んで返済している 
④家に子どもや高齢者がいる 
⑤自動車に乗っている 
⑥預貯金が十分とはいえない 
⑦息抜きにパチンコなどのギャンブルをすることがある 
⑧お酒が好きだ 
⑨流行に敏感だ 
⑩月末になると財布の中がさみしい 
⑪日常生活で大きなストレスを持っている 
以上の項目の中で、どれかひとつでも該当するようなら、
それでもう十分多重債務者になる要素があると言えます。

さらに、いくつも該当するようなら要注意です。 
どの項目も「普通の生活」の一部分であり、ほとんどの
人が当てはまると考えられます。 
つまり、多重債務は「借りまくって返さない悪い特別な
人」が陥ることではなく、誰もが陥る可能性のある身近な
問題であることを理解する必要があります。 
また、多重債務問題の陰には、消費者金融などの存在が
あります。多くの人が「有名な会社だから」、「簡単にお金
を貸してくれるから」などといった理由で借入先を決定し、
貸付金利も分からないまま借金し、多重債務に陥ります。 
返済が困難になっても、借金や生活費について誰にも相
談できない、また、しない人が多数います。できるだけ早
めに弁護士会や司法書士会、消費生活安全センターなどに
相談するようにしましょう。 
トラブルに巻きこまれたら、1人で悩まず、京都府消費
生活安全センター1075（671）0004、京都府山城広域
振興局商工観光室10774（21）2103または町産業課へ
ご相談ください。 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

図
書
館 

し
こ
う
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
税
金
・
保
険
に
関
す
る
オ
ス
ス

メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

高
下
淳
子
著
 

青
色
申
告
の
仕
方
か
ら
必
要
な
届
け
出
、
ト
ク
す
る
方
法
な
ど
、

初
め
て
の
人
向
け
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
青
色
申
告
ら
く
ら
く
ガ
イ
ド
」 

高
橋
敏
則
著
 

相
続
・
贈
与
税
の
節
税
と
円
満
な
相
続
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
豊

富
に
紹
介
 

「
相
続
・
贈
与
で
ト
ク
す
る
1
0
0
の
節
税
ア
イ
デ
ア
」
 

水
戸
功
一
著
 

言
わ
れ
る
ま
ま
に
加
入
し
た
り
、
後
で
不
満
を
持
た
な
い
た
め

に
、
自
分
の
生
活
設
計
に
合
っ
た
保
険
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
を
や
さ
し

く
紹
介
 

「
納
得
で
き
る
生
命
保
険
の
選
び
方
」
 

後
藤
綜
合
法
律
事
務
所
編
 

生
命
保
険
の
し
く
み
か
ら
、
実
際
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
の

対
処
法
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
の
防
止
法
な
ど
、
1
2
5

の
具
体
例
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
Q
＆
A
生
命
保
険
の
ト
ラ
ブ
ル
と
法
律
」
 

∧
税
金
・
保
険
の
知
識
∨
 

図
書
館
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
人
な
ど
、
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

を
対
象
に
、
図
書
を
自
宅
な
ど
へ
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
目
覚
め
よ
と
彼
の
呼
ぶ
声
が
す
る
 

（
石
田
衣
良
著
）
 

学
生
時
代
の
夢
は
「
静
か
に
本
を
読

ん
で
す
ご
す
人
生
」
だ
っ
た
石
田
衣
良

が
、
恋
愛
・
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
本
な
ど

に
つ
い
て
語
る
エ
ッ
セ
イ
。
 

★
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
二
月
に
や
っ
て
き
た
 

（
あ
べ
弘
士
絵
）
 

冬
の
動
物
園
。
体
を
寄
せ
合
っ
て
す

ご
す
ラ
イ
オ
ン
の
親
子
の
前
に
あ
ら
わ

れ
た
の
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
？！
 

★
お
ま
じ
な
い
つ
か
い
 

（
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
作
）
 

出
か
け
る
と
き
に
火
打
ち
石
を
た
た

い
て
見
送
っ
た
り
、
忘
れ
物
を
し
な
い

よ
う
に
呪
文
を
唱
え
た
り
…
。
お
母
さ

ん
は
魔
女
？
い
い
え
、
お
ま
じ
な
い
つ

か
い
で
す
！
 

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
図
書
配
送
サ
ー
ビ
ス
 

★
夫
の
火
遊
び
 

（
藤
堂
志
津
子
著
）
 

知
ら
な
い
ま
ま
の
ほ
う
が
良
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
…
。
か
つ
て
「
桜
ハ
ウ
ス
」

で
共
に
暮
ら
し
た
四
人
の
女
性
の
そ
の

後
を
描
く
。
表
題
作
他
、
全
四
編
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

①　海藻ミックスは水につけて戻し、
水気を切ります。 

②　レタスは太めのせんぎりにし、ブ
ナピーとしめじは、サッとゆでて、
水気を切ります。かいわれ大根は、
根元を落として半分に切ります。 

③　パプリカは焼いて、皮をむき、ス
ライスします。 

④　器に①～③を彩り良く盛り、その
上にカッテージチーズを乗せ、上か
らドレッシングをかけて出来上がり
です。 

作り方 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

65㌔カロリー／1人分 

カッテージチーズの食物繊維たっぷりサラダ 

109海藻ミックス 
レタス 
ブナピー 
しめじ 
かいわれ大根 
カッテージチーズ 
パプリカ 

･･････････････6グラム 
･････････････････････1／5個 
･･･････････････1／2パック 

･････････････････1／2パック 
･･･････････1／2パック 
･･････････････40g 

･･･････････････････1／2個 

■材料（4人分） 

　････合わせて大さじ3 
････････････････大さじ2 

･･･････････････････小さじ1／2 
････････････････････小さじ1 
･･･････････････････････少々 

ドレッシング 
　酢・ユズ果汁 
　サラダ油 
　塩 
　砂糖 
　ゴマ 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

4
日
b
・
12
日
c
・
18
日
b
・
25
日
b
・

29
日
f
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町
で
は
、
世
帯
や
事
業
所
に
対
し
て
お
こ

な
う
統
計
調
査
の
登
録
統
計
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
。
 

対
象
／
満
18 
歳
以
上
で
、
常
時
、
統
計
調
査

に
従
事
で
き
る
人
 

※
統
計
調
査
に
従
事
す
る
際
に
、
支
障
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
職
業
の
人
は
、
統
計

調
査
員
に
登
録
で
き
ま
せ
ん
。
 

定
員
／
先
着
10 
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
広
報

行
政
課
へ
。
 

  
「
運
動
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
い
き
い
き
健
康
教
室
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
19 
日
、
26
日
、
3
月
11 
日
の
い

ず
れ
も
火
曜
日
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
2
時
ま
で
の
間
に
健

康
チ
ェ
ッ
ク
等
を
し
ま
す
。
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人
 

講
師
／
荒
井
敏
江
さ
ん
 

定
員
／
各
先
着
30
人
 

持
ち
物
／
健
康
手
帳
・
上
靴
・
飲
み
物
・
タ

オ
ル
な
ど
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
府
山
城
教
育
局
で
は
管
内
の
小
・
中
学
校

で
新
た
に
講
師
を
希
望
さ
れ
る
人
の
講
師
登

録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

登
録
方
法
／
同
局
学
務
課
ま
た
は
町
学
校
教

育
課
に
備
え
付
け
の
指
定
の
講
師
登
録

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

同
局
へ
。
郵
送
可
 

※
登
録
用
紙
は
、
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
（http://w

w
w
.kyoto-be.ne.jp/ 

　yam
asiro-k/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
局
学
務
課
1
0
7
7
4
（
6
 

　
2
）
0
2
7
4
ま
た
は
町
学
校
教
育
課
 

  
宇
治
城
陽
久
御
山
農
業
振
興
協
議
会
で
は
、

食
と
農
の
交
流
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
 

日
時
／
2
月
21
日
e
　
午
後
2
時
〜
4
時
15 

分
 

場
所
／
宇
治
市
産
業
会
館
（
宇
治
市
宇
治
琵

琶
45
番
13 
）
 

内
容
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ク
イ

ズ
大
会
 

※
参
加
者
全
員
に
新
鮮
野
菜
の
お
土
産
を
進

呈
し
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
50
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
電
話
で
2
月
8

日
f
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
調
整
室

1
0
7
7
4
（
2
１
）
3
2
2
9
へ
。
 

※
保
育
ル
ー
ム
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
20
年
4

月
1
日
採
用
予
定
の
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
採
用
後
、
勤
務
状
況
に
よ
り
正
職
員
と

し
て
採
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
23
日
g
　
午
前
10 
時
か
ら
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

試
験
内
容
／
作
文
試
験
、
面
接
試
験
 

受
験
資
格
／
介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ
ル
パ
ー

１
級
の
資
格
お
よ
び
原
付
バ
イ
ク
な
ど

の
免
許
を
有
す
る
人
 

業
務
内
容
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
な
ど
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
20
日
d
ま

で
に
、
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
と
資
格

証
明
書
の
写
し
を
同
協
議
会
へ
。
 

     
10 
月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
の
振
り

込
み
日
は
2
月
5
日
c
で
す
。
 

ご
指
定
の
金
融
機
関
に
振
り
込
み
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

登
録
統
計
調
査
員
 

小
・
中
学
校
新
規
講
師
登
録
者
 

食
と
農
の
交
流
大
会
 

児
童
手
当
の
給
付
 

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
 

い
き
い
き
健
康
教
室（
運
動
編
） 
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所
得
税
や
住
民
税
に
は
、
本
人
ま
た
は
そ

の
扶
養
者
の
う
ち
に
障
害
が
あ
る
と
き
は
、

障
害
者
控
除
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
 

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら

れ
る
人
で
障
害
者
や
特
別
障
害
者
の
対
象
と

な
る
場
合
は
、
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

 
 献

血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

日
時
／
2
月
6
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
ま

た
は
長
寿
健
康
課
 

  
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

に
、
日
ご
ろ
の
介
護
に
対
す
る
激
励
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。
 

対
象
／
2
月
１
日
現
在
、
6
か
月
以
上
町
内

在
住
の
要
介
護
高
齢
者
（
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
で
要
介
護
3
〜
5
と
認
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
）
を
常
時

直
接
介
護
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
ま
た
は

3
親
等
内
の
親
族
 

激
励
金
／
3
0
，
0
0
0
円
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
2
月
15 
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

  
町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
て
、
犬
の
ふ
ん
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

犬
の
散
歩
の
多
い
時
間
帯
に
町
内
を
巡
回

し
、
散
歩
中
に
ふ
ん
袋
を
持
っ
て
い
な
い
人

に
、
啓
発
ビ
ラ
と
ふ
ん
袋
を
配
っ
て
犬
の
ふ

ん
害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
。
 

ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
で
犬
の
ふ
ん

害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

   
京
都
府
で
は
、
京
都
議
定
書
が
発
効
し
た

2
月
16 
日
を
「
京
都
地
球
環
境
の
日
」
と
定

め
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
行
動
を
進

め
る
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
小
学
生
向
け
に
地
球
温
暖
化
を

楽
し
ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
 

一
週
間
、
身
の
ま
わ
り
で
で
き
る
こ
と
を

実
行
し
た
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
も

の
で
す
。
裏
面
は
、
の
っ
て
こ
バ
ス
路
線
を

た
ど
っ
て
、
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
く
シ
ー
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
、
有
害
な
ガ
ス
が

発
生
し
た
り
、
煙
の
向
き
に
よ
っ
て
は
洗
濯

物
が
汚
れ
る
な
ど
、
周
辺
住
民
の
た
い
へ
ん

な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
 

野
焼
き
は
、
法
律
や
条
例
で
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ご

み
は
、
家
庭
ご
み
、
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ

な
い
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
に
分
別
し
、

古
新
聞
や
雑
誌
や
段
ボ
ー
ル
、
ウ
ェ
ス
は
、

地
域
な
ど
の
集
団
回
収
を
通
じ
て
回
収
業
者

に
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
日
本
で
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
、
犬
の
所

有
者
は
市
町
村
に
登
録
す
る
こ
と
と
、
毎
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
 

か
み
つ
き
事
故
な
ど
の
場
合
、
未
注
射
犬

で
あ
れ
ば
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

予
防
注
射
は
、
お
近
く
の
動
物
病
院
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
犬
の
登
録
は
環
境
保
全
課
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

障
害
者
控
除
認
定
書
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

介
護
者
激
励
金
 

犬
の
ふ
ん
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
 

ス
ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化
 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
 

狂
犬
病
の
予
防
 

ご
み
の
野
焼
き
は
禁
止
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
仲
よ
し
学
級
（
留

守
家
庭
児
童
育
成
保
育
）
の
平
成
20
年
度
入

級
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

対
象
／
小
学
１
〜
4
年
生
で
、
保
護
者
が
仕

事
や
病
気
、
看
護
の
た
め
に
家
庭
で
保

育
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童
 

開
設
時
間
／
平
日
…
下
校
時
〜
午
後
6
時（
午

後
5
時
で
集
団
下
校
）、
学
校
の
休
業

期
間
…
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時（
土

曜
日
は
、
午
後
5
時
ま
で
）
 

①
通
常
の
保
育
時
間
は
午
後
5
時
ま
で
で
す

が
、
日
没
時
間
が
早
く
な
る
11 
月
か
ら
１

月
の
一
定
期
間
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。
 

②
午
後
5
時
以
降
の
保
育
は
別
途
申
込
が
必

要
で
す
。（
保
護
者
の
勤
務
時
間
が
、
5
時

以
降
の
方
に
限
り
「
お
迎
え
」
を
原
則
と

し
て
お
預
か
り
し
ま
す
。
）
 

③
仲
よ
し
学
級
で
は
、
集
団
下
校
を
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
児
童
が
一
人

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

児
童
の
安
全
の
た
め
、
お
迎
え
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

負
担
金
／
１
か
月
3
，
5
0
0
円
。
た
だ
し
、

同
一
世
帯
で
2
人
以
上
入
級
の
場
合
は
、

2
人
目
か
ら
は
半
額
で
す
。
 

申
し
込
み
／
2
月
20
日
d
ま
で
に
、
入
級
申

請
書
と
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
を
社
会

教
育
課
へ
。（
継
続
の
人
は
、
仲
よ
し
学

級
で
も
可
）
 

※
申
し
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
低

学
年
を
優
先
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  
町
公
共
下
水
道
の
排
水
区
域
に
つ
い
て
、

新
た
に
市
街
化
区
域
に
編
入
し
た
区
域
お
よ

び
排
水
区
域
外
に
位
置
す
る
既
存
家
屋
等
を

追
加
編
入
す
る
な
ど
の
都
市
計
画
の
変
更
を

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
都
市
計
画
の
変
更
図
書
は
、

下
水
道
課
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

  
 4

月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
が
お
ら

れ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
を
、
京
都

府
知
事
が
お
祝
い
し
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
16 
日
a
　
午
前
10 
時
45
分
〜
午

後
2
時
30
分
 

場
所
／
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
南
区
新
町
通

九
条
下
ル
）
 

対
象
／
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
（
ご
兄

弟
姉
妹
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
）
 

内
容
／
午
前
の
部
…
知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
記
念
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
・

記
念
撮
影
　
午
前
の
部
…
ミ
ニ
運
動
会

（
こ
ど
も
）・
交
流
会
（
親
）
 

申
し
込
み
／
2
月
14 
日
e
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参
加
希
望
」、

住
所
・
新
入
学
児
童
お
よ
び
同
行
さ
れ

る
兄
弟
姉
妹
の
名
前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生

年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
保
護
者

氏
名
・
参
加
人
数
・
自
宅
か
ら
の
交
通

手
段
と
最
寄
り
駅
を
ご
記
入
の
う
え
、

母
子
家
庭
の
人
は
、
京
都
府
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
（
〒
６０４
‐
０８７４
京
都
市
中
京

区
清
水
町
3
7
5
　
京
都
府
立
総
合
社

会
福
祉
会
館
内
）
へ
。
ま
た
、
父
子
家

庭
の
人
は
、
京
都
府
民
生
児
童
委
員
協

議
会（
同
所
）
へ
。
 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
1

 
 
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
2
 

  
京
都
府
で
は
、
高

等
学
校
な
ど
へ
4
月

に
入
学
予
定
の
生
徒

が
お
ら
れ
る
市
町
村

民
税
非
課
税
世
帯
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
の
生
徒
に
奨
学
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
 

な
お
、
他
の
府
の
奨
学
金
制
度
と
あ
わ
せ

て
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
在
学
中
の
高
校
生
の
人
は
、
6
月

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。
 

対
象
／
①
父
子
・
母
子
世
帯
（
20
歳
以
上
の

お
子
さ
ん
の
い
な
い
家
庭
）
　
②
児
童

世
帯
　
③
障
害
者
世
帯
（
父
や
母
が
障

害
者
手
帳
3
級
以
上
等
を
持
つ
世
帯
）

④
長
期
療
養
者
世
帯
（
父
や
母
が
6
か

月
以
上
入
院
等
し
て
い
る
世
帯
）
 

申
し
込
み
／
2
月
29
日
f
ま
で
に
、
申
請
書
、

所
得
証
明
書
（
平
成
19 
年
度
）、
振
込
口

座
の
確
認
が
で
き
る
も
の
を
添
え
て
、

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
府
山
城
北
保
健

所
福
祉
室
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
 

役場庁舎5階 
コンベンションホール 

人 権 啓 発研修会  

内容／講演…子どもの人権を守ろう 
　　「児童虐待の現状について」 
　　講師…京都府宇治児童相談所 
　　所長　林多聞さん 
問い合わせ／社会福祉課 

日時 

場所 

2月20日（水） 
午後2時～4時 

仲
よ
し
学
級
入
級
申
請
の
受
付
 

高
等
学
校
奨
学
金
 

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
 

知
事
と
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
 

公
共
下
水
道
都
市
計
画
の
変
更
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町
立
幼
稚
園
の
服
装
は
、
今
年
の
4
月
か

ら
完
全
に
自
由
に
な
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
基
礎
年
金
番
号
の
記
録
と
結
び
つ
く
可
能

性
の
あ
る
記
録
が
出
て
き
た
人
に
、
社
会
保

険
庁
か
ら
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
順
次
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、
社
会
保
険
庁

に
届
出
の
あ
る
住
所
・
氏
名
へ
送
付
さ
れ
る

た
め
、
住
所
・
氏
名
を
変
更
さ
れ
た
人
は
、

届
出
が
無
い
と
、
お
手
元
に
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
変
更
の
届
出
が
ま
だ
の
人
は
、

次
の
と
こ
ろ
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
年
金
受
給
者
・
受
給
待
機
者
↓
京
都
南
社

会
保
険
事
務
所
　
②
厚
生
年
金
加
入
者
↓

勤
務
先
　
③
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

↓
配
偶
者
の
勤
務
先
　
④
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
↓
住
民
課
 

問
い
合
わ
せ
／
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
1
0
5
7
0
（
0
5
8
）
5
5
5
 

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
1
0
3
（
6
 

　
7
0
0
）
１
１
4
4
 

  
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
到
着
し
た
人
を

対
象
に
、
社
会
保
険
庁
に
よ
る
臨
時
相
談
窓

口
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
提
出
書
類
の
記
入
方

法
な
ど
の
相
談
と
そ
の
受
付
を
お
こ
な
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
2
月
14 
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
 

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
 

持
参
す
る
も
の
／
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」、
年

金
受
給
中
の
人
は
年
金
証
書
、
印
鑑
な

ど
を
、
代
理
人
が
来
場
す
る
場
合
は
委

任
状
と
来
場
す
る
人
の
名
前
な
ど
を
確

認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
1

　
　
0
7
5
（
6
4
4
）
１
１
6
5
 

     日
時
／
2
月
24
日
a
　
午
前
9
時
（
小
雨
決

行
）
 

集
合
場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

行
き
先
／
町
遊
歩
道
な
ど
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
す
。（
約
7
㎞
）
 

そ
の
他
／
弁
当
・
飲
み
物
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅
1
0
7
 

　
　
7
4
（
4
１
）
7
0
7
9
 

        〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
、
2
月
10 
日
a
（
10 
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
 

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
2
月
8
日
か
ら
3
月
28
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
【
8
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
１

時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
2
月
13 
日
d
・
14 
日
e
・
20
日
d
・

21
日
e
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
１
時

30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
、
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
分
史
を
作
ろ
う
 

日
時
／
2
月
14 
日
か
ら
3
月
27
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
【
7
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9

時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
文
字
入
力
の
で

き
る
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
写
真
・
文
章
・

年
表
等
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
2
月
6
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
、

15 
日
f
　
午
後
5
時
〜
8
時
、
26
日
c

　
午
後
１
時
〜
4
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を

自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
24
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
9
日
g
　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
2
月
9
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
小

学
１
〜
3
年
生
は
、
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。
 

内
容
／
圧
力
の
実
験
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

町
立
幼
稚
園
の
服
装
 

ね
ん
き
ん
特
別
便
 

歩
こ
う
会
例
会
 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
出
張
相
談
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

申
し
込
み
は
2
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
）

ゆ
う
ホ
ー
ル
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日
時
／
2
月
13 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
）
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
 

  日
時
／
2
月
20
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」

と
「
映
画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。） 

  日
時
／
2
月
11 
日
-
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
 

内
容
／
「
全
国
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
展
覧
会
」

に
向
け
て
共
同
制
作
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
12 
人
 

※
か
ま
ぼ
こ
板
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
2
月
8
日
f
、
22
日
f
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
20
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。） 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
①
2
月
16 
日
g
　
②
23
日
g
　
い
ず

れ
も
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分
（
受

付
け
は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生

以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
①
「
月
と
火
星
」　
②
「
冬
の
星
座
・

火
星
・
土
星
」
　
天
体
望
遠
鏡
で
星
空

の
観
察
を
し
ま
す
。
（
雨
天
・
曇
り
の

場
合
は
中
止
）
 

  日
時
／
2
月
23
日
g
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
「
発
掘

さ
れ
た
日
本
列
島
2
0
0
7
」
を
観
覧

し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

※
65
歳
以
上
は
8
0
0
円
、
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人
は
4
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
17 
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
児

童
・
中
学
生
 

内
容
／
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
「
発
掘

さ
れ
た
日
本
列
島
2
0
0
7
」
を
観
覧

し
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
10 
日
a
　
①
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
宇
治
の
先
生
と
、

木
工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

   日
時
／
2
月
24
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
4
〜
6
年
生
の
人
 

内
容
／
ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
8
日
f
・
15 
日
f
・
22
日
f

　
　
【
3
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
10 
時
30
分
〜

11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で

子
育
て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
各
18 
組
 

 

       日
時
／
①
2
月
9
日
g
　
②
23
日
g
　
午
前

9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②

小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

   日
時
／
3
月
23
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15 
歳
以

上
の
人
お
よ
び
体
育
館
利
用
者
（
中
学

生
を
除
く
）
で
4
〜
7
人
編
成
の
チ
ー

ム
 

定
員
／
先
着
30
チ
ー
ム
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，

0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
3
月
16 

日
a
ま
で
に
、

総
合
体
育
館
へ
。
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

漢
字
出
直
し
塾
 

低
学
年
工
作
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

文
化
施
設
見
学
会
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

申
し
込
み
は
2
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

第
4
回
理
事
長
杯
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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総合体育館は、館内の定期清掃のため3月4日Cは臨時休館します。ご了承ください。



    

   日
時
／
2
月
8
日
f
・
14 
日
e
・
19 
日
c
・

25
日
b
　
午
後
7
時
〜
8
時
、
2
月
3

日
a
・
10 
日
a
・
17 
日
a
・
24
日
a
　

午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
は
除
く
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。
）
 

        日
時
／
2
月
22
日
f
・
3
月
14 
日
f
・
28
日

f
【
3
回
コ
ー
ス
】
　
午
前
9
時
30
分

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
人
形
「
こ
ぼ
れ
日
」
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
田
口
真
悦
葉
さ
ん
と
サ
ー
ク
ル
の
み

な
さ
ん
 

定
員
／
6
人
 

費
用
／
3
，
7
0
0
円
 

持
ち
物
／
木
目
込
ヘ

ラ
（
当
日
販
売

あ
り
）、
裁
ち

バ
サ
ミ
小
、
小

皿
、
エ
プ
ロ
ン
、

お
し
ぼ
り
 

  日
時
／
2
月
23
日
g
　
午
前
9
時
15 
分
〜
午

後
2
時
（
中
央
公
民
館
集
合
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
門
真
の
薫
蓋
樟
（
ク
ス
ノ
キ
）
と
椿

寺
（
浄
安
寺
）
を
た
ず
ね
ま
す
。
 

講
師
／
矢
野
眞
一
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

※
昼
食
は
各
自
 

  日
時
／
2
月
28
日
e
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
の
野
菜
で
キ
ム
チ
漬
け
の
コ
ツ

を
学
び
ま
す
 

講
師
／
内
田
公
昭
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
9
0
0
円
 

  日
時
／
3
月
１
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
 

内
容
／
料
理
・
会
話
な
ど
を
通
し
て
国
際
交

流
を
は
か
り
ま
す
。
 

講
師
／
A
E
T
の
エ
イ
ミ
ー
先
生
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

 
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

                    
【
無
料
法
律
相
談
】
 

2
月
21
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
　
先
着
6
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

2
月
19 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

2
月
12 
日
c
・
26
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
） 

【
司
法
書
士
無
料
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）
 

2
月
7
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
6
人
 

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。
 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

2
月
14 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

2
月
14 
日
e
・
28
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

（
真
多
呂
人
形
）
 

子
ど
も
国
際
交
流
教
室
 

樹
木
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
教
室
 

漬
物
教
室
（
キ
ム
チ
）
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申
し
込
み
は
2
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 5 4人　 
8 , 5 3 7人　 
8 , 6 1 7人　 
6 , 7 2 7世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

2 3人　 
1 4人　 
5 7人　 
5 4人　 

〈12月中の動き〉 

〈1月1日現在〉 

（
前
月
比
／
増
１２
人
）
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

く
ん
が
い
し
ょ
う
 

15
広報くみやま 平成20年2月1日 



※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 7日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

1日F

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成18年5月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

8日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年10月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

14日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成19年4月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

13日D

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成17年7月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

18日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

18日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成16年7月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

22日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 14日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
3か月以上6か月未満の乳児 
（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

10か月児健診（1月15日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

パパ＆ママ教室（第4回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会 

2日G
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保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会（町総合体育館内） 
10774（44）2205　60774（44）2203

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



2月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・市田・鈴間・田井・荒見・

下津屋・下津屋サンハイツ・島

田・東島田・森・坊之池・野村

・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・松陽台・サンタウン佐山・

佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地・ 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地 

東佐山団地・久御山団地 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

6日 
（第１水曜日） 
20日 

（第３水曜日） 

13日 
（第２水曜日） 
27日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

18日B

21日E

19日C

13日（第２水曜日） 

※指定の場所に、油が入っていた 
　容器等に入れて出してください。 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



野
村
の
常
磐
神
社
境

内
に
「
ら
お
さ
ん
」（
蔵

王
堂
）
と
呼
ば
れ
る
祠

が
あ
り
、
三
月
六
日
に

「
鉢
巻
飯
の
神
事
」
が

行
わ
れ
る
。 

鉢
巻
飯
は
約
十
五
㌢

の
細
長
い
握
り
飯
に
四
、
五
本
の
藁
を
巻
き

つ
け
た
も
の
を
神
前
に
供
え
る
。
「
ら
お
さ

ん
」
は
、
田
植
え
の
後
、
雨
が
降
ら
な
い
時

に
雨
乞
い
を
す
る
と
不
思
議
と
雨
が
降
り
、

村
人
は
「
霊
験
あ
ら
た
か
な
ら
お
さ
ん
」
と

ま
す
ま
す
信
仰
を
深
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
常
磐
神
社
の
西
側
に
あ
る
称
名
寺

境
内
の
地
蔵
堂
に
お
地
蔵
さ
ん
が
祀
ら
れ
て

い
る
。
あ
る
日
の
こ
と
、
京
の
仏
具
屋
が
大

八
車
に
お
厨
子
を
積
ん
で
お
寺
に
や
っ
て
来

た
。
和
尚
さ
ん
は
注
文
も
し
て
い
な
い
の
に

不
思
議
や
な
あ
と
思
っ
た
が
、
お
地
蔵
さ
ん

を
厨
子
の
中
に
入
れ
る
と
、
き
っ
ち
り
納
ま

っ
た
。
仏
具
屋
は
お
地
蔵
さ
ん
が
自
分
の
入

る
と
こ
ろ
が
欲
し
く
て
注
文
に
来
ら
れ
た
と

思
い
、
お
厨
子
を
寄
付
し
て
帰
っ
た
。 

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
村
人
は
お
地
蔵

さ
ん
を
祀
っ
て
、
八
月
二
十
四
日
の
夜
に
、

常
磐
神
社
境
内
で
地
蔵
踊
り
が
盛
大
に
行
わ

れ
た
と
い
う
。 

紹
介
し
た
紙
芝
居
は
、
町
立
図
書
館
で
団

体
利
用
登
録
さ
れ
た
方
等
に
貸
し
出
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

町
立
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

（
そ
の
１
） 

あ
る
日
の
夕
暮
れ
、

お
坊
さ
ん
が
法
事
を
終

え
て
宇
治
か
ら
帰
る
途

中
、
い
つ
も
水
量
の
少

な
い
名
木
川
（
山
川
）

が
増
水
し
て
、
橋
が
流

さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
。
お
坊
さ
ん
は
あ

わ
て
て
大
き
な
木
の
上
に
登
り
、
ガ
タ
ガ
タ

ふ
る
え
て
い
た
。 

翌
朝
、
村
人
が
木
の
上
の
お
坊
さ
ん
を
見

つ
け
て
声
を
か
け
る
と
、
「
大
水
で
橋
が
流

さ
れ
そ
う
や
」
と
答
え
た
。
村
人
が
、
川
に

水
は
な
く
、「
寝
ぼ
け
て
ん
の
と
ち
が
う
か
」

と
笑
う
と
、
お
坊
さ
ん
は
「
狐
が
悪
さ
し
た

ん
や
な
あ
」
と
嘆
い
た
そ
う
な
。 

（
そ
の
２
） 

あ
る
日
の
こ
と
、
下
津
屋
の
お
じ
い
さ
ん

が
、
久
津
川
の
親
類
へ
出
産
の
お
祝
い
に
出

か
け
た
。
親
類
で
美
味
し
い
ご
馳
走
を
よ
ば

れ
た
お
じ
い
さ
ん
は
、
お
礼
を
言
っ
て
帰
っ

た
が
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
帰
っ
て
来
な
か

っ
た
。 

家
の
人
が
心
配
し
て
見
に
行
く
と
、
途
中

の
古
川
の
川
の
中
で
「
ジ
ャ
ボ
、
ジ
ャ
ボ
」

と
音
が
し
た
。
よ
く
見
る
と
、
お
じ
い
さ
ん

が
籠
を
引
っ
張
っ
て
川
の
中
を
歩
い
て
い
た
。

声
を
か
け
る
と
、
「
重
た
く
て
、
何
ぼ
歩
い

て
も
帰
れ
へ
ん
の
や
」
と
不
思
議
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
家
の
人
が
、
籠
の
中
を
の
ぞ
く
と
、

親
類
に
も
ら
っ
た
折
箱
の
ご
馳
走
は
す
っ
か

り
食
い
荒
ら
さ
れ
て
い
た
。
お
じ
い
さ
ん
は

シ
ョ
ッ
ク
で
し
ば
ら
く
寝
こ
ん
で
し
ま
っ
た

そ
う
な
。 

南
北
朝
時
代
、
笠
置

山
に
鎌
倉
幕
府
倒
幕
の

兵
を
挙
げ
ら
れ
た
後
醍

醐
天
皇
は
、
あ
る
夜
、

不
思
議
な
夢
を
見
ら
れ

た
。
紫
宸
殿
の
庭
に
あ

る
大
き
な
木
の
枝
が
南

に
伸
び
、
ひ
と
き
わ
青
々
と
茂
り
、
現
れ
た

童
子
が
こ
こ
が
陛
下
の
玉
座
で
す
と
告
げ
た
。 

夢
か
ら
さ
め
た
天
皇
は
、
夢
で
見
た
こ
と

を
文
字
に
あ
て
は
め
、
木
に
南
を
書
き
加
え

て
「
楠
」
の
字
を
記
さ
れ
た
。
早
速
、
「
こ

の
近
く
に
楠
の
性
を
名
の
る
武
士
は
い
な
い

か
」
と
尋
ね
る
と
、
童
子
は
河
内
国
に
楠
正

成
と
い
う
名
高
い
武
士
が
い
ま
す
と
答
え
た
。 

天
皇
は
、
こ
れ
ぞ
夢
の
お
告
げ
に
違
い
な

い
と
、
す
ぐ
に
呼
び
寄
せ
た
。
正
成
は
笠
置

山
に
向
か
う
途
中
、
市
田
の
玉
城
神
社
に
詣

で
、
武
運
長
久
を
祈
っ
て
一
体
の
毘
沙
門
天

を
彫
刻
し
、
北
朝
に
恨
み
を
こ
め
て
北
向
き

に
安
置
し
て
志
を
示
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が
、

毘
沙
門
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
北
向
き
毘
沙

門
天
で
あ
る
と
縁
起
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
そ
の
１
） 

昔
、
田
井
の
近
く
に

蛇
池
と
呼
ば
れ
る
池
が

あ
っ
た
。
あ
る
日
、
東

一
口
の
お
じ
い
さ
ん
が

仕
事
の
帰
り
道
、
蛇
池

の
近
く
に
来
る
と
急
に

足
が
重
た
く
な
り
、
歩
く
の
に
苦
労
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
「
ま
た
狐
が
じ
ゃ
ま
し
て
い

る
」
と
、
棒
を
振
り
回
し
て
追
い
払
っ
た
が
、

き
き
め
は
な
く
ヨ
タ
ヨ
タ
と
歩
い
て
、
島
田

と
坊
之
池
の
間
に
あ
る
墓
地
を
過
ぎ
る
と
、

体
が
急
に
軽
く
な
っ
た
そ
う
な
。 

別
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
蛇
池
の
近
く
を
通

る
時
に
足
が
重
た
く
な
る
と
、
煮
魚
を
後
ろ

に
投
げ
る
と
途
端
に
足
が
軽
く
な
る
と
言
い
、

蛇
池
を
通
る
秘
訣
じ
ゃ
と
笑
っ
て
い
た
そ
う

な
。 

（
そ
の
２
） 

あ
る
日
、
田
井
の
子
ど
も
が
、
淀
に
牛
肉

を
買
い
に
行
っ
た
帰
り
道
、
蛇
池
の
そ
ば
を

通
る
と
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
跳
ね
て
い
た
。

手
で
つ
か
も
う
と
し
た
が
、
つ
か
め
な
い
の

で
家
に
網
を
取
り
に
帰
り
、
弟
を
連
れ
て
池

に
引
き
返
し
た
が
、
池
は
静
ま
り
返
っ
て
一

匹
の
魚
も
飛
び
跳
ね
て
い
な
か
っ
た
。 

「
ね
え
ち
ゃ
ん
、
寝
ぼ
け
て
ん
の
と
ち
が

う
か
」
と
弟
が
言
う
と
、
「
い
い
や
、
こ
の

辺
に
い
っ
ぱ
い
魚
が
い
て
、
両
手
で
取
ろ
う

と
し
た
ん
や
」
と
、
つ
か
む
格
好
を
し
て
、

「
ハ
ッ
」
と
し
た
。
買
っ
て
き
た
牛
肉
の
こ

と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
、
あ
わ
て
て
付
近
を

探
し
た
が
、
肉
の
包
み
は
な
く
、
「
狐
に
だ

ま
さ
れ
た
ん
や
な
あ
」
と
、
泣
き
べ
そ
を
か

い
た
そ
う
な
。 

●
狐
と
狸
に
だ
ま
さ
れ
た
話 

●
市
田
の
北
向
毘
沙
門
さ
ん 

●
野
村
の
も
の
が
た
り 

●
蛇
池
の
き
つ
ね 
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く み や ま の み ん わ  

　この紙芝居は、久御山に伝わる
民話をもとに、町婦人ふるさと研
究会（大宮満子代表）が、昭和60
年ごろから制作された作品です。 
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